
Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

昭 希n39年 6 月　ユ　目 417− 59

妊娠 分娩 産褥時 の 末梢血 及 び骨髄 の 血液像 の

変化に つ い て

岡 Ul大 学 医学 部 産 科婦 人 科 学 教室 （主 任　橋本清教授）

　　　大 学 院 学 生　安 　　木　　　邦　　昌

噛

概要　昭 和 37年 8 月 よ り半 年 に 亘 り，　非 妊 ， 妊娠，分 娩 ， 産 褥 の 各 期 間 に つ い て 延約 500検体の 末 棺1血液 像

及 び ，妊娠末期 ，分娩時の 10例 の 骨髄 像 及 び 赤芽球 の Sideroblast の 検索を 行 い ， 妊 娠，分 娩，産褥期 間 の

妊 娠 貧 血，白 血 球 増 加 ，．uk．小 板 数 の 変 動 の 実 態 を 観 察 し た ．

　妊娠 期 間 中 の 赤 血 球 数は 妊娠X／1 ヵ 月 で 最 低 値 358．6× 10Vmm3 と な り，血色素量 は 妊 娠 阻 ヵ 月 で 最 低 値 72．1

％ と な つ て ，最 咼 発現時 に は 妊婦 の 約半数 に 所謂妊 娠貧血 を 認 め た ． 妊娠 時の 血 小 板数 は ほ ぼ正 常値 で あ っ

た ，妊 娠 時 の 白 血 球 増加 は 妊 娠 y ヵ 月 頃 よ り 発 現 し て ，妊 娠 輒 ヵ 月 で 最 高 値 11，8691皿 m
ヨ

と な り，妊 娠 中 期 以

後 で 10
，
0001皿 皿

s
を 梢 々 上 廻 る 程 度で あ っ た ．最 高発現時 に は 妊 婦 の 約 ％ に 白 苗L球 増 加 を 認 め ，　 そ の 白血 球

増加 は 好中球 の 増加 で 劾 ， リ ソ ・ミ 球 は 増加 こ 関与 せ ず，好酸啝 ま蓼妙 を認 め た ． 分 娩時の 白血 球 の 増加 は

後 産 娩 1耽 直 後 で fiY19，000！m 皿
s

で あ り，著 増 が 認 め られ た ． 妊娠， 分 娩 時 の 骨 髄像 は 後 骨 髄球 の 著明 な増

加，好塩 基性正 赤 芽 球 の 著増及 び 好酸性正 赤芽球 の 著減 を 示 し て お り ，　白 1血球 系 及 び 赤 血球 系の 骨髄機 能亢

進 豫 を 呈 し て い た ，赤 芽 球 の Sideroblast は 減 少 し，鉄欠 乏性貧」  の 像 と
一

致 し て い た．

　以 一L の 所 見 よ り所 謂妊娠 貧 」飢は 鉄 欠 乏 性貧血 であ り，　 こ の 鉄 欠 乏 は 胎 児 の 鉄 摂 取 に よ り 発現 し た も の と 思

わ れ る．又 白血 球 増加 は 妊 娠 中 で は 骨 髄機 能 亢 進 に よ る も の と考 え ら れ ，分 娩時 で は 臓器 内血 管中の 白血 球

動 員 が 主 体 で あ つ て
口

こ れ に 骨髄機能亢進 ，骨髄 中 の 貯 臓 白 血 球 の 動 員 も 関与 し て い る と 考 え られ る ．

鈩

　　　　　　　　　　緒　　論

　妊娠，分娩，産褥時の 末梢血液像 の変動 に 関 し て は

Nasse「）

（1836）以 来慶 に幾多 の 業績があ り，妊娠貧血 ，

白i肖L球 増 加 の 現象 は 諸家 の 承認す る 処 とな っ て い る ．

　妊娠貧血 に 関 して は，成因 論的 に水 血．症説と鉄欠乏性

貧 血 説 が あ る．水血 症説
2rv9 ｝

は妊娠慶半期 に」血液稀釈 に

ょ る循環．甬蔽 中の 赤血 球及 び 1自エ色素 が 相対的 に減 少 し ，

所謂生理的妊娠貧血が起るとす る．鉄欠乏性貧血 説は 血

清鉄 の 減少
10 〕11），不 飽和鉄結合 の 増 加

ユ2）1s ），遊離 プ ロ ト

ポ ル フ ィ リン の 増加
Z4 ）15｝

，妊娠貧」｝
SLL
に 対す る 鉄剤投与の

有効 性
e）14）16）17］

， 赤芽球の Sideroblastの 消失
tS 〕，鉄含

有量 の 極めて 多 い 食物を常食 とす る 民族 に妊娠貧血 の み

ら れ な い 事
19）
等を 根拠 とす る．

　 血 小 板 数は 妊 娠中に 減 少す る とす る説
2°〜2‘）

が あ る反

面，増加 を主 張す る も の
zs ”27 ）3°）が あ り，叉殆ん ど変化な

し と称す る もの
28 鬮 が あっ て 全 く

一
致をみない ．分娩 ，

産褥時 に は減少 して そ の 後増加 し，10 日 前後に 正 常 へ 復

帰す る と する もの
21 ）22 ）：5 ）SZ ），増加 す る とす る もの

2°）2T ）S2 ），

著変な しとす る もの
鋤

等 が あ り， こ れ夂 全 く
一
致 を み

な い ．

　自 血球数は 妊娠 中増加 を主 張す る も の
SS〜S7 ］ が 大多 数

で あ る が． 一
方変化 は な い か 叉 は 僅 か の 動揺 を来 た す

とす る も の
39 ｝

もあ る ． 分娩特 の 増 加 の 著 明 な こ と は 従

来 よ り
一

致 し て 報告
34 ）S7 ）40N43 ）

さ れ て い る．藍褥時 に は漸

次減少す る とす る もの
S7 ｝42 ）4！），産褥 5 〜7 日 に再度増 加

す る とす る もの
鋤

もあ る ．白血 球 分 類 の 変化 に関して ぽ

Arne 亡h ‘4 ｝に よ り白血 球増加 は 好 1
・
1，1球 の増加 に 起因 す る

こ とを提唱 さ れ て よ り幾多 の 贊同者
跚 鋤 4脳 48 ）

が あ る．

夂好酸球 の 減少 を多 数 の 学者
4E ）49NSI ｝ が 認め て い る． リ

ン パ 球は絶対数 に於 い て 変 化 な し と して い る
s6 ＞45 ｝．

　妊娠時 の 骨髄像 に 関 して は，DaniachijS2〕 は ，　大赤

芽球 の 増加 と顆粒性 白 血 球造成の 増加，特 に 後骨髄 球 の

増加蓬指摘 し，末梢 血 の 需要増加 に よ る もの だ と し て い

る． Marl 〈offss ）
は，妊娠韮［カ 月 よ り変化 が 出現 し．大

赤芽球造成 の 増加， 赤血 球造成 に よ る 左 方移動 を 来 た

し，顆粒性 白1血球造成では前骨髄球 の Anisocytose と骨

髄好酸球 増 加 を述 べ て い る，SchlagettersS） も同様 の 主

張であ る が，こ の 原因 を妊娠中毒作用 に求 め て い る．森
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418− 60 妊娠分 娩産褥時 の 末梢血 及 び 骨 髄 の 血 液 像 の 変化 に つ い て 日 産 婦 誌 16卷 6 号

田
56〕

は妊娠中期 以 後 に 多染性赤芽球の 比率が 高 く．N 中

期 に は 核分 裂像 を呈 す る も の の 増 加 が あ る と して い る．

　著者は こ の度，妊娠，分娩 ， 産褥期間の末梢血及び妊

娠 末期，分娩時の 骨髄 の 血 液像1こ 関 して 若干 の 知見を得

た の で ，そ の 成績を報告 し，先人 の 文献 と比較，参考 し

て著者 の 見解を述 べ て みた い ．

　　　　　　 実験材料及 び実験方 法

　 L 　 実 験材 料

　 対象 と して は 岡大第 二 産 院患者 を 当て たが ，
こ の 病院

は 福祉措置機関内の 為，利用 者 は 低額 所得者 が 大部 分 を

占 め て い る．

　末梢血 は 昭 和 3τ年 8 月 よ り 同 38年 3月 迄 に妊婦延 32 

例に っ い て，無選択的 に 妊 娠 2 カ 月は 2  例，妊娠 3 カ 月

は 30例，以 後各妊娠月 に 釦 例ず っ 選 び，妊娠時の 合併症

の な い もの を考慮して 実験 に使用 した ．又 同時期 に 入 院

分 娩 した妊婦か ら無選択的 に正 常産褥婦 20例 を採 り ， 分

娩 1期 ，後 産 娩 rl葛直後，産褥1 日 日，産褥 3 日 目，産褥

7 日 目及び40例 の 産褥検診受診者の 産褥 1 カ 月 Fiを検 血

の 対象 と した．

　骨 髄像は 妊娠中は Third　 Trimester の 正 常妊婦 7

例 ，分娩時 は 後産娩出直後 3例 を 使用 した ．

　以 上 の 諸実験対象 に は 諸家 の 文献よ り考 え初産，経 産

の 間 に 有意の 差 が な い と思わ れ た の で，初経産 の 区別 は

考慮 しな か っ た ．

　末梢血 の 対象 として の 健康非妊婦に は 岡大看護学校 生

徒 3 年生 及び研究室女子技術員40例を使用 し．骨髄像の

対 照 と して は，当 大 学 平木内科の jE常骨髄像 の 成績
5η

を

利用 した

　2． 実験方法

　採 血 は 分娩 時 を 除 き，午前10〜12時 の 閥 に行 つ た．乾

燥 注射器で うっ 血 を避けて 肘静脈よ り lCC 吸引採 血 し．

抜針直後の 1 滴 目を14％硫酸 マ グ ネ シ ァ 3滴を入 れ た 時

計血 に 落 し充 分 に混和 し，こ の 混和液 を ガ ラ ス に 塗布

し，メ タ ノ ール で 5 分 固定 して 後 述 の 如 く血 小板数を算

定 した．次 に抜針直後 の 2 滴 目を 清拭 した 載 ガ ラ ス に 受

け，塗 ガ ラ ス で 塗布 して，後述 の 如 く各種 白血球 百 分率

を算定 した．次 に 注 射器 よ り針を と り，二 重蓚酸塩試験

管中に 静 か に 採 血 液を注 入 し，血 球 が破壊せ ぬ様 に静 か

に振っ て 血液凝固阻止を行 っ た．こ の 凝固阻止 血 液 を使

用 して ．可及的速 か に赤 雨エ球数，血 色素量，白血 球数を

測定 した ．赤 並t球数 は Hayem 氏 液 4cc に 血 液 0・02cc

を 入 れ，1皿 proved　Neubauer 計算盤で算定 した．血 色

素量 は Sahli 血 色 素計 を用 い た ， こ の 際後続増濃 の 完

了 を待 っ て 測定 した ．自 血球 数 は Tlirk 氏液 0．9ccに

1血液 0．1ccを入 れ，　 Impreved 　Neubauer の 計箪 盤 で 4

区 画 の 平均 値 を採 っ た e　血 小 板数及 び 白 血 球 百 分率 は

May ・Giemsa 染色法 を用 い た ．即 ち May −Grttnwald で

3 分 間固定後， 蒸留水 を加 え て 充分 混和 し て 工分 間染

色 ，しか る 後 に ⊂ の 液 を捨 て て 直ち に Giemsa 稀釈液

を載 せ ，白 血球では 夏 12分，冬 ］4分 ， 血 小 板 の 場 合 では

こ の 2 倍 の 時 間 を か 写 て 染 色 した．白 血 球 ゴ 分率 は 白血

球 200個を数え，そ の ゴ 分率 を出し， 白」fiL球数よ り血 液

1m 皿
：

中の 分 類 上 の 絶戴 数 を算出 した．　 jl圃 ・板数 は赤

血 kR1 ，000 個 に 対 す る血 小 板数を 数え．赤 1直L球数 よ り 1［il

液 1mm3 中 の 血 小 板数 を 計算 した ．

　 骨 髄 採 取 は 予 め 1 ％ 塩 酸 プ μ カ イ ン 5cc で 長内，皮 ド

組織及 び骨膜を充 分 に 麻酔 して 置 き ，
Arinkin 型小 宮

式骨髄穿刺器 且号 を用 い，纂 2 〜3肋間で胸骨穿刺 し．

急激 に 大 な る陰圧 で 0謁 cc を 吸 引す る．右核細胞数算定

に は TUrk 氏液 4cc 中 に O．02ccピペ ッ トで注入 し，　 自

」耐球 と同様に して算定 した ．塗沫標本 は充分乾燥 して ，

直 ち に メ タ ノ ール 固 足 5 分 後 ，末 梢 血 白 血球 の 場 合 と同

様 に染色 した．骨髄像倹 査 に は 当大学 中央検 査 室 主任 真

田 講師の 御指導を仰 い だ．Sideroblast出現率検査はも

う
一
枚 の 塗沫標本 に つ い て Kaplan5s＞

の 方法 （第 1 表）

で染色 し ， 木村
5霞 こ 従つ て顆粒数 に よ り1 ， 豆， 皿型 に

分類 した ．赤芽球 100個を副察 し，こ れ に対す る各型 の

百 分率 を 求 め，Sideroblastogra皿 を作製した ．

）

）

12

3）

4）

　　　第 1 表 　Sideroblast染 色 法

ホ ル マ リ ン 蒸 気 中 で 骨髄 塗 抹 標 本を ユ 時 問 固 定

2 ％ 塩 酸 十 2 ％ 黄 血 塩 の 等 量 混 液 巾 で 2 時 間 染

色 で 鉄 染 色 し，水 洗 （混 液 は 1時 闇 目 に 新 調 の

も の と 変 え る ）

塩 基 性 フ ク シ ソ 稀 釈 液 （塩 基 性 フ ク シ ン 1 翼 を

10cc の S9　；：タ ノ
ー

ル に 溶 解 し，こ れ に 5 ％ の 石

炭 酸 水 90CCを 加 え た も の を 使用 時 に 濾 過 し ，
こ

の 6cc に 蒸 溜 水 10Dccを 加 え て 稀 釈 し た もの ）

で 1 分間後染 色

純 エ タ ノ
ー

ル で 脱 色 し
， 水洗 ， 乾 燥 ，

　　　　　末 榾血 液 像の 妊娠各期 の 変動

　 1　赤 血 球数 の 変動 （第 2 表，第 1 図）

　妊娠初期 よ り 次 第 に減少 し，W ヵ 月 よ りX カ 月迄 は有

意 に低 下 し，慨 カ 月 で 最 低笹を 示 す．健康非妊婦40例 の

値 を推i計学的 に処理 し，危険率 5％ の 棄却1災界下 隈 を 求

め 貧 血限 界 値 と定 め る と，平均値 の 上 か らは W カ 月の み

が 貧血限界値 を 割 る ．W カ 月 の 危険率 の 5 ％ の 棄却限界

上 限は 450．S× 10 ‘1mm3で非！nvtiの 平均値 は 割 っ て い な

N 工工
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第 2表 非妊時 ， 妊娠期 間の 赤 血 球 数，血色素，血 ．
　　　　小 板 数，白 血 球 数 の 変 動

　　　蠶 繊 に

蜘 慷 演

果罵＿　赤血球 耋文　血 色 素
　　位 （x！o％ 皿り1　 （％） 鵯驫 早辮

健 康非 妊 タ
已40440．3± 13．o84 ．6± 2．4 僧 ．6土 1Z8 ア169士 3卯

妊 娠 皿プ7月 20430」± 15，9 δ卩．6± 2．θ 216．ア卸 6ア 66δ7 ± 645　　．一一
’・且カ月 3．，川 4．2封 3刪 源 3 士 2．3lg σ牡 ！5εア721 士 604
・・皿 カ月 30．386，7± 厚．775 ，2士 2．β 岬52 ±1543598土 6％

’
　　　　T

4e　3引．9± 12．6 ア6，4± 2．2181 ．3± 16．9昭53± 795
1

陰 黐
1

4013ア2．4封 4」 72．ヲ士 2、4193 ．6± μ，o1D32弓±621
匠 カ月 4．〕35a．6± 16．472 ．4 ± 2．五 137．5±．厂5，31σ甜5士 793．

〃　π 力戸 ご憩 374．肚 愚 372彳 ＝ 2，δ 20卆，6土 17，5 偲 69士 834
〃　 D〔カ月 40333 ．o± 12，873．8 二 2．3210．0封 5．51囗ア48±7401

　　　　　　　…〃　 1 刀 月 403 δ3．4±　σ ノ4．5 ± 2 δ 199．1± ！5．6側 3土 刃3
健 京 非 妊 婦．値
の　 　 限 界ゴ＝．σ「下限 36

　　　一一
8

『
「限 ア2．2 、纈 靱 上 i艮9722

第 3 図　1血小 板 数 の 非妊 時，妊娠，分 娩，産 褥 期 閤 の

　　　　変動

●

魯 第 1図 赤 血 球 数の 非 妊 時，妊 眠 分 娩 産 褥 期 問 の
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　 2　血 色素量の 変動 （第 2 表 ， 第 2 図）

第 2 図 　血 色 素 の 非 妊時，妊 娠，分 娩，産褥期 間 の 変

　　　　動
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　赤血球数と同様妊娠初期 よ り減少し ， 皿ヵ 月よ り有意

に低 下 し， W カ 月 で最小 恆 を 採 り，わず か では ある 溺非

妊 時の 棄却 限 界下 限値 を割 り，以 後多少増加す る．

　 3　血小板数の 変動 （第 2表，第 3 図）

　 V カ 月 に非妊婦 よ り有意 の低下が認 め られ る が そ の 他

“
ド

蔀 鯲 懸奪
で は差 は 認 め られな く，20万 前後 を変動す る。

　4　白血 球数の 変動 （第 2表 ， 第 4図）

　妊娠初期 よ り増加 し ， W ヵ 月 よ りは有意で，　W カ 月 で

最 高値 とな る．非妊時 の棄却隈界上 限 を V カ 月 で既に上

廻 り，X ヵ 月迄持続す る．こ れ よ り V カ 月 よ りは明 らか

に 白1血球 増加 を 来 た して い る と云える．しか しい か な る

妊娠 月数 の 棄却限界下限値 も，非妊時の 平均値 を 上廻る

こ とは なか つ た ．

第 4 図 白血 球数 の 非妊時，妊娠，分 娩．産 褥 期闖の
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　 5　 白亅IL球分類 の 変動 （第 3表，第 4 表）

　1） 好塩基 球の 変動 （第 5 図）

　百 分率 は 皿カ 月に 増加，皿カ 月 よ りやや減 少， 以後そ

の ま ま多少変動して い る．絶対数は白血 球の 増加と共 に

極 く僅 か に 増加 して X カ 月 で最高 とな る ．

　2） 好酸球 の 変動 （第 6 図）

　百 分率は 非妊峙 よ り減少 し，W カ 月で 最小 とな り ， 以

後 僅 か に 増加 す る．し か し絶対数 で は 有 意 の 減少 は な

い ．

　8）　棒状核好中球 の 変動 （ag　7図）

　 百 分率，絶対数 とも増加 して W ヵ 月で最高 とな る

　 4） 分葉核好 中球 の 変動 （第 8 図）

　百 分率 は 白血 球数の 増加 と 平行 的に増加 して顎 ヵ 月で
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第 3 表　非 妊 時，妊 娠 期 間 の 白 血 球 分 類 百 分 率 の 変 動
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す．非 妊時 の 棄却限界 上 限値を V カ 月で上 廻 る．

　5）　 リン パ 球の 変動 （．第9 図）

　百 分率は好 中 球の 増加 とは 反 対 に 減 少 し ， 皿 カ 月 で 最
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　6） 単球 の 変動 （第10図）

　妊 娠 に よ り百 分 率 は 僅 か に 減少 を示 すが ，絶対数は僅

か の 増加 を来 た す．
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第 8 図 好中球 の 非妊 時，妊娠，分娩，産褥期間 の 変

動

髏
驪
脚

嬲
煙
鯔

　

　一
＼

　

、キ

馬

、
」

　

一
　

一
／

　一
界

　、
と
限

　 
一
加

一　
　一
害

〜
、

歳

　一
　一
ナ

　

　一
中

　
，尸

郵

　

驫

　

4
耶

　

　

7

　

　

　…
］

〃
171

月
白

”
7
〃

〃　
q｝
　〃

窒

薦
1
臼
巨

鶺

稽
勲

　

∬

　

皿『

　

正

妊
振
工・
肖

菲
妊

時

％

7060

印

40

　．

第 9 図　 リ ソ パ 球 の 非 妊 時 ， 妊娠，分娩，産褥期 間 の
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　 以 上 よ り妊娠時 の 白血球増加は 白血球 分類上，好中球

の 増加が 主体を 成す と云 え る．リ ンパ 球 は百 分 率 に於 い

て は減少 レ，絶対数 に於 て は変化がな く，白　iin球の 増加

に は関係 して い な い ．

　　 末梢血 の 分娩 ， 産褥期 の 血液像の 変動　（第 5

　　 動

　 1　赤 血球数の 変動 （第 1 図 ）

　後産娩出直後の
一

過性増加後，産褥 1 日 目 に ゃ s 低下

し以 後漸 増 し．産褥 ユ カ 月 口 に は 正 常 に 復 す る ．

　 2　 、血色素量 の 変動 （第 2 図）

　後産娩出直後 の
一

逼性 増加の 後，産褥 1 日口 に や s 低

下 し以 後漸増 して 産褥 1 カ 月 目 に は 正 常 とな る．産褥 1

日 目の 平均値は，非妊時 棄却限界 の 下限 を割る．

　 3　 i血小 板数の 変 動 （第 3 図）

　分娩第 1期 よ り増 加 し始 め，後産娩 出直 後 で は有 意 に

増加 す る 他著変は な い ．

　 4　 白血 球数の 変動 （第 4 図）

　 こ の 変化 は 著明で，分娩第｛期 に於 い て 既に棄却限界

下 隈は 非 妊時棄却限界 上 隈 を 上 廻 り ， 後産分娩直後は 更

に 高度 の 白血 球増加を来 た す． 灌褥 1 日 日迄 こ の 状態

が 続 き， 産褥 3 日 目で 平均値 は非妊時棄却限界 L限 を割

り，産 褥 1 カ 月目で正 常 に 復す る ．

　 5　 白血 球 分類の 変動 （第6 表 ， 第 7表）

　 1） 好塩基 球 の 変 動 （第 5 図）

　 分娩 開始 と共 に妊娠末期 よ り百 分率で は 減少す る が ，

絶対数では やや減 少す る理 度であり，産褥に 入 る と酉 分

率，絶 対 数 と も に減少す る が，産褥 τ 日 目 頃 には 絶対数

で は 正 常 とな る．

　2） 好酸球 の 変動 （第 6 図）

　分 娩開 始 と ともに 責 分率，絶対数 とも著減 ， 後産娩出

後 に は最低値 を示 す ．産褥 ユ ロ 目は 低値 の ま ま であ る

が ， 産褥 3 日 目 に は薯増 し，産褥 7 日 目には 正常 に 回復

す る．

　3） 棒状核好 中 球の 変動 （第 7 図）

　分娩第 王期 よ iJ著増 し始 め，後産娩出直後 に百 分率 ，

第 5 表 分娩 産褥 期間 の 赤 血 球数 血 色 素，血 小 板数，ぬ 血球 数 の 変 動

検 査 対 象

分 娩第 1 期

後 産 娩 出直後

産 褥 1 日 日

二
’ 3 日 目

∠
7 日 目

〃　 1 ヵ 月 目

例 数

2020202020

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 40
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（
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× ］．091mm3 ） 1
392．5→

−2吾．3

423．4±：18，6

385．1十 ユ8．8
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406．4十 27．7

453．6十 14．2

下 隈 366．8

血 色 素

　 （％ ）
75．2±　3．4

75．4十 　3 ，0
71．3：±： 4．9

　血 小 板 数

（× 1031m 皿
3
）

224．3十 ユ7，7

235．2± 17．1
186．5ti： 16．8
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73．3−i−　4 ．3 183．4十 16．4
83．1± 2，4 200．3ゴ：16．3

下 限 72．2 上 限 3／3．6
下 限 　 85．6

白 ！血球 数
（IJmm3 ）

亅3650十 　834
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第 6 表　分 娩 ， 産 褥 期 間 の 白血 球 分 類 百 分 率 の 変 動

［
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好 中 球　　 好 中 球
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．40

健 康 非 妊 婦 値 の 棄

却 限 界 α ＝0．05

O．5  4．8

0．64 3．4

74．8

2．172

．783

．05

71．4

313 66．5

3．5 61．2

3．2．一．−
149

．4

上 限 68．9

3
亠
04

53，71

57頂

40
一
2023

．227

．198’
r§
．

下 限19．2

4、65

．15

．ユ

第 7 表　分 娩 ，産 褥期 間 の 白 血球 分 類 絶対 数の 変 動

検 査 対 象 例 数

分 娩 第 1 期

後産 娩 出直後

産 褥 1　 日 目

〃 　 3　 口　目

〃 　 7　日　口

〃 　 1 ヵ 月 目

2020200

一
〇

2
．
240

健 康 非 妊 婦 値 の 棄

却 限 界 　 cr　・＝O．05

白 血 球 分 類 1！mm
［

好 塩 基 球

36．932

．326

．322
．030

．428

．0

好 酸 球
棒 状 核
好 中 球

1廷7．4± 36．憂1600．6：±：　94．6
94．9十 23．7　911 ，0→

−　109a3

絳 鬣 1 リ ソ バ 球 i単 球

9773．4ヨ三
一
σ百言：6欝 61．5：±二　246．3　623．5≡≡72，1

14197．0± 1461．212790．］± 288 ．4 　649．0±70．9
93．5±21．2！497．2±　　52．4…

ユG440．8±　986．O；2425．3：±二　271．6　643．4± 62．4

　　　　　　　　　　　雁 痂 至卿 星劉 ± ・45・2…動 ：畦 ヨi207．9± 41．5　3／6．2：」：　41．7

256．1± 43．6…322．4± 　　42．0　　　　　　　　　　　　 5637，7±　521 ．12496 ，5±　263．21469 ．8± 52．1

213，7：ヒ32．11224．2±
　　I− −
24．3　　346ユ．5± 　321．724 ユ8．2± 　240．1　357 ．4± 42．6

一L限 5714．5

絶対数共に最高 とな り，産褥 に 入 り著減し，席褥 1 ヵ 月

目に は 正 常 に 回 復 す る ．

　4） 分 葉核好中球 の 変動 （第8 図）

　 百 分 率 で は 白亅fiLtwの 著増 と平 行 して 俊 産 娩 出 直 後 に 最

高値とな る．そ の 際の 絶対値も著増 して 最高値とな る．

以 後 減少 し，産 褥 3 日 目 に は 百 分 率で ，産 褥 τ 日 P で は

絶対数で非妊婦 の 上 限を割 る 、産褥 1 ヵ 月 目では 正常 と

な る．

　5）　リ ン パ 球 の 変動 （第9 図）

　分娩 時 に は 百 分 率 で は 著 減 を示 して い るが，絶対数で

は む しろ多少 の増 加 の 傾向 を示 すの み で，産褥中もほ ぼ

正 常 伍 を示 す ．

　 6）　単球の 変動 （第 10図）

　 肖分 率 で は 分 娩 第 1 期 に 増 加 し，産 褥 1 円 H に は 著減

を示 し たが ，絶対数では 分娩第 1期 よ り増加 して ．産褥

3 日 目に な り減少 して い る ．

　 以 上 よ り分娩時 の 著明な 白エ血球増加は分葉核好、「戸球 の

増 加 であり，棒状核好中球 も こ れ に関係 して い る．リ ン

パ 球 ，単球，好塩基球 は 自血 球増加 に 関与 して い な い ．

好酸球 の 著減 は興味が あ る．

　　 妊 娠各月 の 非妊 婦値棄却限界を割る 頻度

　 （第 8 表第11図）

　1） 赤血 球数 よ りみ た 頻度

　赤 血 球数 ＜ 366、8 × 10”1mmSを 妊娠貧 血 とす る と ， 櫪

カ 月 では 47．5％ に出現す る．即 ち最高発現時 に は 50％ 霾

の 妊 娠 貧 1血が存 在 す る．

　2）　血 色素量 よ りみ た頻度

　血色素量 く T2．2％を妊娠貧血 とすると，　 W ，　 W ヵ 月共・

に 47．5％ に 出現す る．赤 」血球数 よ りみ た 貧血頻度 とぼ ぼ
’

一
致 して，最高発現特 に は50％弱 の 妊娠貧」血が 存在 す る．

　3）　白血 球数 よ りみ た頻度

　白血 球数 ＞9．722 ／mma を 白血 球増加 とす る と ，
　 W カ

月 で は 65％ に出現 す る．即 ち最高発 現時 に は   弱 の 妊婦
−

第 11図 　妊娠各 月の 非 妊 婦 の 棄 却 限 界 を 割 る 頻 度
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第 8 表　妊娠 各 月の 非 妊 婦 棄 却 限 界を 割 る 頻 度

検 　査 　項　 目

限 　　界　　値

赤　血 　球 　数

＜ 366．8× 10ntlコユm3

対象 時 期

＼ 、該 当 者

　
＼

＼

例 数 ＼
　 　2G

例 数 ％

妊娠 1 ヵ 月

〃 　E　〃 30
・ノ rf 〃

〃　 ▽　 〃

3040

24

ユ0

ユ418

10万

13．3

〃 VI 〃

33．335
．D

も

40

〃 皿 〃 　　　　 40

〃 w 〃 40

45．0

1917

〃 　Dζ 〃 4040 1415

47．542

．535
．O

血 　 　色 　 　素

＜ 72．2％

例 数 ％

35

ユ0

ユ3

ユ7
ユ919

15．016

．733

．332
．542

．5

〃 　x 　〃

47 ．547

．5

16

　 　 　 　 　 　 　 17　 　 37．5
一

互 5　［
r

ユ

40．0

白 　 血 　球 　数

＞ 9722fm 皿
s

例 数 ％

06 0 F

20．0

8 26．7

22232426

産 褥
’
f ヵ 月 40

23

ユ

　 　 　 　 　 2142．52

．5
−− 1　 0

55 ．057

．560

．065

．057

．552

．50

第 9 表　非 妊時，妊 娠 末 期 ，分 娩 時の 骨 髄 像

●

分 類

例 数

白 血 球 系

有 核 細 胞 数 （× los！crlm ）

　 　　　 　骨 　髄　芽 　球

赤 血球 系

好 中 性

好 酸 性

前 骨髄 球

骨 髄 球

後 骨髄 球

棒 状核 球

分 葉核 球

前 骨 髄 球
骨 髄 球

後骨髄球

棒 状核 球

分 葉 核 球

好塩 基
．
性

前骨髄球
骨 髄 球
後 骨 髄球

棒状核球
分 葉 核球

球

球
像

　
パ

裂

　
ソ

分

単
リ

核

球芽赤原

大 赤 芽球

正 赤芽 球

性
性
性

臠
酸

好

多
好

陸

駐

腔

響
酸

好

多

好

巨

核 　 分 　裂 　 像

核 　　　　球

網 内 系

球

胞

胞

　

細

細

質　

網
喰

形
細

貪

妊 　娠

7180

．90
，915
．747
．5118
．5413
．2511
．910
．140
．570
．630
．200
．800
．078

．。，

｝… 73

．1713
．310
．08D
．292
．140
．9702

，6913
，070
．260
，170
．9ユ
0，770
．270
．07

分 娩 　［
・

．−

1
正 　　常

237．31
．07

23128

．8十 29．0
1．16十 〇，25

8．809
．5318
．0011
．．071
］．73

「　 5．81± 0．70
1　　　　7．46±二〇．73
　 　 10．35十 1．03
　 　 14．06± 1．63
　 　 14，00十 1．43

0，200
，530
，470
．070
．27000

　

G

　

　

　

ー

0．800
，500
，500
．461
．66

十 〇．　85

0．040
．　080
．040
，040
．23 ｝

十 〇。22

」

　2．亘0
・12．20
　0．130

．400900

じ
り

210

3．06±0．52
18．38十 〇．66
0．03± 0．05
0，28十 〇．11

f

1．15±0．33
3．24十 〇．65
0，05≡1≡0，04

03nj49qD9一’
40

　

1
0，22ヨ：0，20
12．22十 1，52
2．D7≡≡0，69

0，231
．G70
．930
．530

0，41±0，09
0．03：ヒ0．02
ユ．ユ0十 〇．27
0，30≡Eo．22
0．08十 〇．07
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424− 66 妊娠分 娩産褥 時 の 末 梢 血 及 び 骨髄 の 血 液 像 の 変化 に つ い て 口産婦誌 16卷 6 号

に 白 晩球増加 が 存在す る，

　　　　骨髄 像 の 妊 娠末期の 変化 （第 9 表）

　 有核細胞数は，妊娠末 期 には 正 常人 に 比べ て 増 加 して

い る ．

　 ユ． 赤 血 球 系 の 変化

　 正 赤芽 球ほ 王 常 人 に 比 し，好塩基性 の 著 増 が あ り，好

酸性 の著減が み られる．っ ま り赤芽球 は 中 間 幼若 型 に 移

行 して い る．核 分 裂像は 増加は 認められな い ．

　 2． 自．］in球系の 変化

　 好 中性 で は 愛骨髄球 の 著増及 び 分 葉核球 の 減 少 ，好 駿

性 で は前骨髄球，腿状核及 び 分 葉核の 減少が 認め られる

が ，好塩基 性は 検出率が僅小 の た め 比 較が困難である．

核 分裂像も 増加 して い る，

　 3． そ の 他の 変 化

　 巨核球 の 増加の 他に は変化は見 られな い．

　　　　 骨髄像の 分 娩時の 変化 （第 g表）

　有 核細胞数 は 妊 娠 未期 よ りも虜尋こ増加 ， 赤亅血球 系，白

血 球系の 変化i’±妊娠末期 と大差 は ない ．但 し白血 球 系核

分 裂像の 増加を認 め る．

　妊娠末期 ， 分娩時の Sideroblast （第10表，第 12図）

　 正 堂人 と1七較 し赤 芽球 の Sideroblast｝ま全例に激減 し，

1 〜1596の 出現 を」瑚、る 1・こ 過 ぎ な 旨丶．　Sideroblastogram

は 中聞型 の 王 常型 と相 違 し ， 左 型 の 鉄欠乏型とほ ぼ
‘
致

して い る．

　　　　　　　　　　考　　按

　妊娠，分娩，産褥期間 の 夫 梢血液像変動 は赤 血球数で

は 妊娠初期 よ り減 少 し始 め，工Vヵ 月 よ り有意 に 低下 し，
W ヵ 月 に最低 とな り， 以 後 多 少 増力lrす る．分娩時 は …亀液

の 濃縮で増加 し，帝褥で 夊減 少 して 以 後次第 に増加 し，

1 カ 月 註 に は 正常 値 とな る，こ れ を教 室 の 本郷
17 ）

の 哄績

と 比 較す る と ， 著者 の 方 が 1 ヵ 月早 く有意の 低 ドを来 た

し，叉 曙 カ 月で貧．血限 界櫨 を割 つ て よ り著者 の 方が 貧血

の 頻度 が 多 い 様であ る ．叉 血 色 索 暈 も 同様に 妊娠初期 よ

第 12図　　SideroblastQgram

％

剏

go807060504D30妊娠末期
¢k実乏 型

正 帛 型

2C ＼
　 　 ＼

丁臼 　　 ＼
　 　 　 　 　 　

＼ 、、
一

　σ　　 工　　 1　　 皿 型

σ壟 ；鉄顆 壇 を有 しな い もO］
1型 ：　 〃 　　ア〜2f固を有 する七の

1型
’
　 〃 　 3…5個 を肩 9るもの

正型 ： 〃 　6個
1
訊エ 有する七の

．  ・型

働 型

働 型

り減 少 し N ヵ 月 で有意 に 低 下 し，IMTカ 月で最低 とな つ て

い る．こ れ も本郷の 戉績 と比較す る と 2 ヵ 月早 く有意の

低 下 を示 し て い る．こ れ は 著者 の 取扱 っ た 対象の 妊婦の

生 活 水 準 が 低 か っ た た め か と思 わ れ る．

　白 「血球数は 妊娠の 月数ととも に増力1
．
［を た ど り，職 ヵ 月

で最高 とな り，以 後 多 少 減少す る が 分 娩時 に は 著明な 土曽

加 を み る ．産 褥に 入 り激 減 す る ．白 血 球 分 類を 考え る と

こ の 自 血球増加 1よ好中球増 方臼が 主 体 を な し て い る と云 え

る．叉好 駿球 は 妊娠時 の 減少及 び 分娩時 の 激減 を 見 た ．

　血 小 板数は 妊娠，分娩，産褥 に 殆 ん ど 影 響 を 受けな

い ．

　以 上 の 菩者の 所 見ぽ 従米諸家 に依 り
一一
般 に 承認 さ れ て

い る所謂 妊娠貧」亀，妊娠，分娩中の 自 血 球 」曽刀llの 見解 と

1、；
．
ぼ
一
致 す る，

　 さ て ，妊 娠 貧血 ，　自血 球増ゐ．1の 頻度であ るが， 検査

法，倹査時期 ， 対象 の 民族，食事等 で 変化 が あ り，貧

血 ，口血 球増 加 の 墓準 に統
．一’

を 欠い た 従 来 の 報 告 は ま ち

ま ち
一
ごあ つ て

一’
致 をみ な い 。著者は メ ン ジ ュール 法を回

避 して検査の 精度 を 高 め ， 反 採血 時間も午萠10〜12時 に

第10表　　妊 娠宋 期 ，　分 重免時 の Sideroblast　出現 率

＼ 、　 症 例
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＼
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層

行 い
， 白血 球数が 1 日の 中で低値 を 示 す 時 刻

fi°）
に 行 っ

た ．炎症，感染症 の 際は当然 の 事なが ら食事，運動等で

も自血球数 は影響を 受ける こ とが 大 きい が ，極力そ の 影

響 を 受 け る と思 わ れ る 因子を排除 した．採並鄭 位 として

肘静脈 を用 い 二 重蓚酸塩で凝固阻止 した も の を使用 した

が ，
こ れ は 予備実験 で 耳朶 血 と比較 し，信頼限界 の 範囲

内 で実験 に 攴 障 を来 た ざ ぬ事 を 認 め た，自 血球 は 崩壊 し

易い の で採血 直後直ち に算定す る の が 良い が，こ れも採

！血後 3 時間以内であれぱ崩壊は まず な い が 5時聞 を過ぎ

る と減少が 著 しい こ とを予備実験で確 め て お い た．妊娠

貧 血 の 頻 度 は最高発現時に は 約
’
1°・数 の 媒婦が 軽度 の 貧血

を起 こ して い る，叉 妊娠中の 白 血球の 増加は ， 最高発現

時 に｝ま
213

の 妊婦 に こ れ をみ た．こ れはGiuffrida　u 　Aldo
se ）

の ，妊娠 肉期 3 カ 月に 全例 の約 60％ の 白血 球増加 を 来

た す と述 べ て い るの とぼ ぽ
一

致す る．

　 原因論的 に こ れ らの 諸変動にっ い て 考え る と， まず妊

娠 貧血 に関して は現在 で は 鉄欠乏 性 貧∫血説が 交持 さ れ て

い る．Hymann7i ） に よれぽ，赤 1fi
’
［球平均寿命 は 約 120

日 と して 証 日 2 × 10個 の赤血球 が
一一』

方では 消滅 し，　 他

方 で は 新生 さ れ て．そ こ に 動的平衡 が戊立 して い る と，
．一

般に今 日の 研 究段 階では ， 健康な 赤血球が 必要量産生

さ れ て い る為 に は，次の様 な 諸条件 が 必要で あ る と され

て い る
61 ）．

　 1） 赤 血 球 の 産 生 を調節 す る 至適 刺找の 存在 （Eryth −

frop （＞iatin）

　 2） 赤血 球の 産生 ， 成熟ヒ 必要なhemoPoietic　 factors

の 適当な 供給 （葉酸，Vitamin　Bl：，　B6）

　 3）　Porphyrin 　III 生 合
・
成 の 円 滑 な営 み…

　 の　充分 量 の 鉄，そ の 他無機物 の 供給．

　
F5

） 充 分 量 の Globinの 産生 ，

　 6） 成熟赤血 球 の 流 血 中へ の 動員．

　 以 上 の どの 部 分 が 障碍 ざ れ て も貧 1血が 生ず る．妊娠貧

血 は 鉄欠乏貧」血であ る とす れ ば， 体内の 鉄 の 代謝 pool

賦 比 較的小 さい 割に赤 血 球 turnover の 為 に 利用 され

る 鉄 の 量 が 大 きい ，つ ま り胎児 の 赤 血球造成 に 利用 され

る鉄 の 量が大 きい は ずであ る．　 ProtopGrphyrill　IIエ が

d

完或 さ れ，そ こ に Heme 　 synthetase 活｛生1こ よ つ て 2

価 鉄が捧入 され Heme が 出来 る．鉄欠乏 して い る際 に

は 赤1丘L球中の 遊離 Protoporphyrin 量は著 し く増加 し
1
て い る．鉄 の 体内保有量 は 全体で 約 4g とさ れ，そ の 50
〜翻 ％ が 血色素 に，工2〜ユ3％が myoglobin 　 lζ ，細胞内

．の 酵素性鉄 （Cytochreme ，　 Oxydase，　 Catalase等） に

若干の 鉄 が 利用 され，そ の 他は当1L清鉄，貯臓鉄 と して 存

在 す る．こ れ らの 内，直接赤 血 球 産生 に利用 さ れ る鉄 は

並 清鉄 ，新 し く血 球崩壊 して 放出 さ れ る 鉄 ，消化 器 よ

り 新た に 吸収 さ れ る鉄等が優先さ れ る．生体が鉄欠乏 に

陥い る と貯臓鉄 （Ferritin 鉄 ，
ヘ モ ジ デ リン 鉄等）が

利用 ざれ る．　か くて エ血清鉄は減少 し， 鉄結合能は増加

す る．赤芽球は 幼若の 時期 に す で に鉄 を 摂取 し， nOIl

hemin 鉄 と して保有 し，赤芽球 の 成熟 にっ れて 血色素鉄

と して 利用 され る．

　Sideroblast は 血清鉄 と赤芽球 血色素 の 閥 に 介在 し，
血清鉄 が 赤芽球膜を通 っ て 赤芽球内に 入り血色素合成 に

利用 さ れ る 前段 階 の non 　hemin 欽で あ る
G2〕． 赤芽球

の non 　hemin 鉄が すべ て Ferritin鉄である か 否 か は問

題であ る とさ れて い る．著者の 妊娠，分 娩 中の 骨髄像を

検索 した 所見 で は 中閭幼若赤芽球の 増加 と Sideroblast

の 著減 が特徴的であ っ た．教 室の 本郷
18 ）は 妊娠初期 に は

平均 ユ2’ ％，妊娠末期 に は 0％の 出現率であっ た と報告 し

て い る■．造赤 血 球機能亢進状態 に於け る Sideroblastの
減少は鉄欠乏性貧血 に 他な らない ．

　並1小板数の 変化 は，掛 肖血 では殆んど認 め な か っ た が ，
骨髄像 に は 巨 核球 の 増加 が 認 め られた，こ の 矛盾に関し

て は，今後の 検討に待 ち た い ．

　次 に 自血 球増加 に 関 して 考察す る と，妊娠，分娩時の

好 中球増加は次の 様に琿 解した い ，Wintrobe6 鴨よDEP32

を用 い て 好中球 の 血 1［．1滞留時 間 は 平均 9 時間，Craddo ・

ck 闘
は 工0時間 と して い る．一

般 に数時間と 云 わ れ る 値

とな る．証 日組織 へ 出 て行 く好中球 量 は 172× IO’
cells ！

kg 叉 は 7．2× 10 ？1hourで あ る と云 わ れ て い る．しか も

白 F血球 は 1血中の 釦〜 400倍 に も当 る量 が 血 管外組織中 に

存 在 す る
6S ｝．骨髄 内 の 白 血 珠 は 細胞分 裂可能な幼若細胞

の pool （mitotic 　pool）， 細胞分裂 は しな い が 成 熟 しっ

っ あ る細 胞の pool （maturatien 　 Pool），成熟して 血 由

へ 遊 出す る ば か りの 細胞 lx）01 （s亡orage 　pool ） に 分 け ら

れ る
63 ♪．血 中 に 1出た 好中球 も み な 白由に」…1⊥管内を 循環 し

て い る わけで は な くて ，臓器内ni［．管中に trap ざ れ て い

る 好 中球 が 1 っ の pool（marginated 　granuloeyte　pool）

をな し，　正常で は循環好中球量と等 しい 量 を 占め． 運

動 レた時 や epinephrin を 注射した 時 に 起 る 好中球 増 加

は margirated 　granulocyte　pool か らの 勤員 で あ り ，

細菌毒素や ster ・ids 投 ラで起 る後期 の 好中球増加
’・r．・1・ま

骨髄 の sterage 　pool か らの 動員であ る と考 え られ る．
こ れ らの 血中白血球増加 は 骨 髄 の 造 血 亢進 を 伴わない

血 中へ の 好中球動員　（mobilization ）　であっ て，造 血

能の余力に 山来す る． 骨髄芽球， 前骨髄球の 段 階 に 於

い て 各 11可， 骨髄球 に 於 い て 2 回細胞分裂 し， 成 熟 レ

て 骨髄 storage 　 pool に入 り1血［1コ に 出 る迄 の 時間は 159
〜 256 時間　〔6、6’vlO．5日

s3 ）
），した が つ て 第 1回 の 細

胞 分 裂 を し て か ら成熟 し、血 中に 入り組織 へ 去 る迄の 奪

命は 6．5〜11 日
6s ｝js（は 5 〜6Hai ｝

と云 う値 が出て い る．
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426− 68 妊 娠分 娩産褥 時の 末梢 血 及 び 骨髄 の 血 液像 の 変化 に つ い て 日 産 婦誌 16卷 6 号一

組織へ 入 っ て か らの 好中球の 寿命は わ か っ て い な い ．こ

の 様 な 考 え 方 を して 行 く と， 妊娠 ， 分娩時の 骨 髄像 を検

索 して み る 必要 が あ る．著者 の 所見 の 特徴は 白血 球系の

後骨髄球 の 著明 な 増加 で あ っ た ．従っ て 妊娠 中 の 米梢

血 白血球増加は 骨髄 自体の 機能亢進 に よ る maturation

poo1 の 増加 と storage 　poo1 の 動員 と思 わ れ る．分 娩 ri　1

の 末梢亅fi「白 血 球著増は 陣痛 に ょ る marginated 　granulo −

cyte 　poo1よ りの 動員 が主 体であり，maturation 　poolと

storage 　poo1 も 関与 して い る と考 え られ る．産 褥期間 に

入 る と著減す る の は 白．1fittwの marginated 　 granulocyte

pool へ の 還納で あ り ， 叉好 中球 の 血 中滞留時間 よ り考

え て も組織中 に 出て い っ た も の と考え ら れ る． Selye66〕

は ACTH 投与が 好 酸 球 を減少させ る と同時 に 自 血 球数

及 び そ の 中 の 好 中球数を増加 さ せ ，リ ン パ 球 を減少 させ

る と云 い ，今 日 まで に多 くの 承認を得 て い る
6’9）7° ）了3）．A

C 　1’
　IIの 分泌源 と して 下垂体前葉及び胎盤 が 考 え られ る

が ，妊娠時 に は
一

般 に ド垂体前葉 が 機能的 に休 止状態或

い は 機能低下状態 で あ る と し，赤須
5η

は AGTH 分 泌源

と して 胎盤 に 注 h して い る．自血 球増加 は 内分泌的 に の

み説明 で き る も の で な く，神経性 調節
閥 も考え られ る が

著者 は妊娠中の 白血球増加は胎盤 の ACTH 分 泌 に依る

骨髄機能亢進，分娩時の 白血 球増加は神経性調節では な

い か と推測 して い る．しか しACTH が 直接骨髄 に 作用

す る 毛の か，或 い は 他の 被調節腺を介して 作用 す る も

の か 今 口 尚明らか でな い
72 ）．叉 分娩中 の 好酸球減少 llS：

Selye の Adaptation　Syndrom 　と理解 したい ．こ の 様

な 白血球増 加 は 結果的 に は 妊娠 ， 分娩 ， 産褥期 間中の 感

染予防 の 役割を果た して い ると云 え よ う．

　稿 を 終 る に 臨 み ，御 懇 篤 な る御指 導 ，御 校 閲を 賜 っ た

恩 師橋 本 教 授 に 深甚 な る 謝意 を 表 わ し ，種 々 の 御 教 示 を

賜 っ た 田 中助教授 に 深 謝致 し ま す． 又直接御面倒 を 掛

け
， 御 助 言 下 さ つ た 中 検 真 田 講 師 ，並 び に 本郷学 兄 に 厚

く感 謝 い た し ま す ．本 論 文 の 要 旨は 昭 和38年 10月 第 5 囲

日本 臨床血 液 学 会 総 会 に 於 い て 発 表 し た ．
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